
平成30年度学校自己評価表 

愛知産業大学工業高等学校 
全日制課程 



評価項目 重点項目 具体的な取り組み 主な結果 自己評価及び課題等 

教務 

(学習指導) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、基礎学力の 

向上と定着 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、資格取得の 

奨励 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３、教員の資質 

  向上 

〇基礎・基本を徹底

して学習させる。 

〇生徒が主体的（参

加型）に取り組む

授業を展開する。 

〇成績不振者に対し

て保護者・生徒と

の面談を実施し、

意識改革を促す。 

 

○基礎学力向上講習

の実施。 

 

 

 

 

 

 

 

〇年間予定表を配布

し、積極的な受験

を促す。 

〇１学年は特にオリ

エンテーション合

宿において資格取

得の目標を持たせ

る。 

 

 

 

 

 

〇研究（参観）授業の

実施。 

 

 

○第２種電気工事士の合格者 

 H29（33 名）H30（82 名） 

○電気基礎認定試験の合格者 

 H29（22 名）H30（14 名） 

○基礎製図検定試験の合格者 

 H29（31 名）H30（20 名） 

 

 

○基礎学力向上講習実施 

夏期４日 199 名  

冬期３日 219 名 

 

 

 

 

 

 

○愛知県知事顕彰受賞者 

 H29（87 名）H30（152 名） 

○ジュニアマイスター顕彰受賞

者 

H29（ゴールド 2名シルバー10名 

特別表彰 2 名） 

H30（ゴールド 3 名シルバー8 名 

  ブロンズ 10 名） 

 

 

 

 

 

○年間の研究（参観）授業の実

施数 

 H29（17 回）H30（14 回） 

〇各教科と連携し、

それぞれの教科の

重点項目として取

り上げ、無理のな

い学習計画を立

て、わかる所から

始める授業を展開

した。 

〇専門教科における

学力の向上があま

り見られなかった

ので今後、さらな

る工夫が必要であ

る。 

○今後も継続して英

数国の３教科と専

門教科（機械・電

気）の向上を図る。 

 

○IT パスポート・計

算技術検定１級・

第一級陸上無線技

術士・日本語ワー

プロ検定１級・工

事担任者デジタル

３種など難易度の

高い資格や検定の

合格者があり、今

後も指導体制の強

化し合格者の増加

を図る。 

 

〇他教科の教員も参

観し「わかる授業・

きめ細かい授業」

の指導方法の研究

を積極的に取り組

む。 

 



 

評価項目 重点項目 具体的な取り組み 主な結果 自己評価及び課題等 

生徒指導 

(生活指導) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、挨拶の励行と

遅刻・欠席の

予防的指導

を行い、基本

的生活習慣

を確立する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、みだしなみ   

頭髪・服装指  

  導 

 

 

 

３、登下校のマナ

ーの向上およ

び安全指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇朝の通学路指導を

実施し、教員が挨

拶の声かけをす

る。また、遅刻多重

回の生徒に対して

家庭と協力をし、

段階的な指導を実

施。 

 

 

 

 

 

 

 

〇2 か月に一度徹底

指導。 

 

 

 

 

〇学年ごとに金山駅

からの通学路を設

定し、交通危険箇

所に教員を配置。

通学路の安全の確

保と同時にマナー

の指導を行う。 

〇愛知県中警察署管

内の自転車安全安

心モデル校として

「自転車無事故無

違反２００日ラリ

ー」に挑戦する。 

 

 

○欠席指数 

H29（2.28）H30（2.44） 

○遅刻指数 

 H29（2.08）H30（2.29） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○シャツのすそ出しやずり下げ

ズボンなどの服装の乱れは以

前よりも減少している。しか

しネクタイの緩みや中シャツ

の違反が目立つ。 

 

〇とくに年度初めに電車内のモ

ラル、マナーについて苦情の

電話を頂く事があった。 

 

 

 

 

○自転車通学者無事故無違反

200 日を達成し愛知県警察本

部から表彰を受ける。 （愛知

県全域で５校） 

〇愛知県中警察署と連携し、交

通安全指導を２回実施。 

 

 

〇全体的に声が小さ

いので元気な挨拶

ができる指導をす

る。 

○遅刻・欠席を重ね

る一部の生徒の指

導が徹底できず、

欠席指数、遅刻指

数ともに増加に転

じた。今後も引き

続き担任によるク

ラス全体指導と個

別指導のきめ細か

い指導を継続す

る。 

〇１年生のネクタイ

の結び方指導と身

だしなみ指導を強

化する。また、中シ

ャツは白色着用を

徹底指導する。 

〇電車通学に慣れな

い一年生初期の繰

り返し指導の実施

が必要である。 

○ながらスマホ厳禁

の指導を強化す

る。 

〇交通法令は浸透し

てきており、自宅

から学校に自転車

で通学する生徒の

事故はない。しか

し公共交通機関を

利用する生徒の自

宅近辺での事故が

多く、安全運転の

意識啓発について

保護者を含め、引

き続き促す。 



評価項目 重点項目 具体的な取り組み 主な結果 自己評価及び課題等 

(特別指導) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、問題行動防止 

  の意識向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、被特別指導の

再発をなくす。 

 

〇毎月１回全校放送

で、また、毎日のＳ

Ｔで担任が物事の

善悪の判断や先々

を考えた行動の実

践を呼びかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇特別指導後も教員

が声かけ指導を実

施する。 

〇オリエンテーション合宿中 1

学年にスマホ情報マナー指導

実施（30 年 4 月）。 

○愛知県中警察署と連携し、 

3 学年に非行防止講話実施

(30 年 12 月)。 

2 学年に薬物乱用防止講話実

施（31 年 2 月実施）。 

○命の大切さを考える授業とし

て全学年対象に小林摩耶さん

による特別講演会を実施(30

年 6 月)。また、犯罪被害者の

会による講話を実施(30 年 12

月、31 年 1 月)。 

○特別指導者数 

H29（22 名）H30（29 名） 

○再発者１名。 

〇被特別指導者は横

ばい。携帯・スマ

ホ・SNS 関連の指導

が増加している。

教員・生徒・保護者

の共通認識のも

と、継続して啓発

指導をする。 

 

 

 

 

 

 

〇問題行動者に対す

る指導方法・内容

は的確である。 

進路指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、キャリア教育

の充実 

 

 

 

 

２、適切な希望校

の選択 

 

 

 

 

 

 

３、進路の決定 

（就職） 

 

 

○１学年よりＬＴを

利用して進路学習

を実施。 

〇２学年７月にイン

ターンシップ（就

労体験）を実施。 

〇３学年４月に進路

ガイダンスを実施 

〇各学年外部講師に

よる職業講話を実

施。 

〇基礎学力テストを

実施。 

 

〇面接指導を学年・

渉外・進路主任を

中心に実施。 

 

 

〇オープンキャンパ

ス・学校説明会に

積極的に参加させ

る。 

○インターンシップ参加生徒数 

H29 参加企業（56 社 151 名） 

H30 参加企業（60 社 161 名） 

 

 

 

○年間５回の課題テストを実

施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○H30 進路状況 

 就職 289 名(57.9％) 

進学 210 名(42.1％) 

 

〇インターンシップ

（就労体験）の拡

大が必要である。

受入れ企業数・参

加者数の増加を図

る。 

○３学年進路ガイダ

ンスで就職希望者

は就職する目標を

具体化させること

ができた。進学希

望者は希望校の選

択肢を増やすこと

により、自分の実

力に合った学校選

びをすることがで

きた。 

〇学年でさらに学習

補習・面接指導を

増やし経験を重ね

ることが必要。 

○今後も主体的な受

験校の情報収集を

促す。 



 

評価項目 重点項目 具体的な取り組み 主な結果 自己評価及び課題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（進学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学校紹介１次内定

率の向上。 

○学校紹介全員の内

定。 

 

 

○工業系大学合格者 

の増加。 

 

 

 

 

 

 

 

○１次内定率 

H29（85.9％）H30（88.5％） 

○内定率 

H29（100％）H30（100％） 

 

 

○H30 進学先状況 

 大学（127 名）短大（14 名） 

 専門学校・その他（69 名） 

○工業系大学合格者 34 名 

 

 

 

 

 

○１次内定率の向上

に向け、適切な会

社の紹介、また採

用試験に向けた学

力の養成が必要で

ある。 

○資格優先で専門学

校の希望者が多

い。工業に対して

の探究心を持たせ

る専門教科の指導

が必要である。 

 

 

 

生徒会 

 

１、生徒会活動 

各委員会活動 

の連携と活性 

化 

 

 

２、地域に貢献

できる活動へ

の積極的参加 

 

〇委員会活動を活性

化し、活動意識を

高めると共に、委

員会通信の発行で

活動内容を明確に

する。 

〇ボランティア活動

参加の呼びかけお

よび活動実績の掲

示。 

 

 

 

 

○ゼロの日の通学路

清掃活動の実施。 

 

 

○橘座公演の実施。 

 

 

 

○第 54 回文化祭を

実施。 

 

 

 

 

 

 

○夏期休暇中ボランティア 

129 名参加。 

○難民に送る缶詰 100 万個の会 

   20 名参加 

○あけぼの学園奉仕活動 

35 名参加 

○卒業献血 145 名参加 

 

○生徒会委員会生徒・野球部員・

空手道部員などにより積極的な

クリーン運動が展開された。 

 

○春・秋の２回落語会を実施。 

 

 

 

○伊勢山・橘両校舎にて実施。 

〇各委員会の呼びか

けやＳＴ等を利用

した担任の指導に

より、委員会の活

動内容が全生徒に

伝わった。 

○夏期休暇中のボラ

ンティア活動、献

血、あけぼの学園

施設訪問等多くの

生徒が参加した。

さらに活動の企画

を増やし、生徒の

参加を促す。 

○地域に愛される学

校づくりの一環と

して地道に活動を

展開する。 

○地域に定着した行

事として今後も地

域とともに実施し

たい。 

 

 



 

評価項目 重点項目 具体的な取り組み 主な結果 自己評価及び課題等 

校務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、施設・設備の

管理 

 

 

 

 

 

 

 

２、廃棄物減量 

 

 

 

 

３、危機管理 

 

 

 

 

４、保護者会活

動の充実・

学校行事へ

の参加 

 

 

 

 

 

５、ホームページ

または印刷

物による情

報の提供 

○校内設備による怪

我ゼロを目標に破

損個所や機械の不

備を常に点検し、

早期修繕に努め

る。また、生徒に対

し、危険因子を説

明し、事故防止の

意識を高める 

○環境に配慮しゴミ

の削減を実践して

授業・食事のゴミ

処理指導を徹底す

る。 

○防災に対する知識

や防災設備の使用

についての教員・

生徒の意識を高め

る。 

○保護者役員会を年

５回実施する。 

○全保護者に学校行

事の案内をし、参加

保護者の増加を図

る。 

 

 

 

○ブログの更新。 

○印刷発行物の内容

の充実。 

○校内の教育設備を使用しての

事故はゼロであった。 

 

 

 

 

 

 

 

○昨年比 5.9％の増量となっ

た。 

 H29 7.8%増量 

 

 

○あいちシェイクアウトに参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ブログは項目数で 239 回更

新。 

○継続して安全点検

を実行して安全状

態を維持し、危険

箇所の撲滅に努め

る。 

 

 

 

 

○日々の積み重ねが

結果に繋がる事を

意識させる方法を

検討する必要があ

る。 

〇危機管理の体制を

全校生徒に周知

し、迅速、的確に行

動できるようにす

る必要がある。 

〇保護者との信頼関

係が確立されてお

り、教育活動の理 

解と協力の体制が

できている。今後

も生徒の幸せのた

めに、保護者会活

動を継続して実施

したい。 

○担当業者と協力・

工夫して製作する

ことができた。 

総務 

(生徒募集) 

 

 

 

１、平成３１年

度入学生の確

保 

 

○各中学校との信頼

関係を構築し、中

学校訪問・進路

(進学)説明会・見

学説明会など生徒

募集活動を計画的

に実施する。 

○見学説明会（年３回実施） 

参加者 中学生 1,088 名 

保護者 524 名 

○H31 年度募集定員 

 電気電子科 226 名・機械科 230名 

○H30 年度入学生徒数 

 電気電子科 124 名・機械科 265名 

○中学校との関係は

各渉外担当者を 

通じ、信頼関係を築

いているが、全体で

は募集定員を下回る

結果となった。 

 



学校は教育目標や教育方針を生徒・保護者に十分説明
している。

学校は生徒に高校生としての自覚を持たせ、特色ある
教育活動を行っている。

学校の雰囲気が良く、生徒は、充実した学校生活を送っ
ている。

学校は生徒の学ぶ意欲を引き出し、学力を身につけら
れるような授業を行っている。

学校は生徒の実態に応じてわかりやすい授業を行って
いる。

学校は生徒に資格取得を通じ自信を持たせ、学習意欲
を高めている。

学校は挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に
関する指導を行っている。

学校は教員やカウンセラーが必要な時に相談に応じてく
れる体制ができている。

学校は生徒の健康や安全についての教育を十分行って
いる。

学校は生徒の進路目標の明確化に向けた適切な指導
が行われている。

学校は生徒に対して、きめ細かい進路指導を行ってい
る。

学校は体育祭などの学校行事で、生徒が積極的に参加
できるよう工夫している。

学校はボランティア活動や美化活動を通して地域社会
への貢献を促し、奉仕の精神を学ぶよう指導している。

学校は部活動や生徒会活動に積極的に取り組むよう指
導し、またその環境を整えている。

学校は地域や伝統などに根ざした特色ある学校づくりに
取り組んでいる。

学校は美化活動がよくなされている。

学校はホームページや学年通信などによって、学校の
情報は適切に伝えられている。

学校は日頃からいじめの早期発見に取り組んでいる。

学校の施設・設備等の教育環境は、充実している。

学校は災害などの対応について、生徒・保護者に周知し
ている。

◎提出率　４５４ / ４９９ = ９１．０ [%]

平成３０年度　３年保護者学校評価アンケート結果
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学校は教育目標や教育方針を生徒・保護者に十分説明
している。

学校は生徒に高校生としての自覚を持たせ、特色ある
教育活動を行っている。

学校の雰囲気が良く、生徒は、充実した学校生活を送っ
ている。

学校は生徒の学ぶ意欲を引き出し、学力を身につけら
れるような授業を行っている。

学校は生徒の実態に応じてわかりやすい授業を行って
いる。

学校は生徒に資格取得を通じ自信を持たせ、学習意欲
を高めている。

学校は挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に
関する指導を行っている。

学校は教員やカウンセラーが必要な時に相談に応じてく
れる体制ができている。

学校は生徒の健康や安全についての教育を十分行って
いる。

学校は生徒の進路目標の明確化に向けた適切な指導
が行われている。

学校は生徒に対して、きめ細かい進路指導を行ってい
る。

学校は体育祭などの学校行事で、生徒が積極的に参加
できるよう工夫している。

学校はボランティア活動や美化活動を通して地域社会
への貢献を促し、奉仕の精神を学ぶよう指導している。

学校は部活動や生徒会活動に積極的に取り組むよう指
導し、またその環境を整えている。

学校は地域や伝統などに根ざした特色ある学校づくりに
取り組んでいる。

学校は美化活動がよくなされている。

学校はホームページや学年通信などによって、学校の
情報は適切に伝えられている。

学校は日頃からいじめの早期発見に取り組んでいる。

学校の施設・設備等の教育環境は、充実している。

学校は災害などの対応について、生徒・保護者に周知し
ている。

◎提出率　   １,２２１ / １,３２５ = ９２.２ [%]

平成３０年度　保護者学校評価アンケート結果
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